
PracticalEnglishUsage

改訂第3版 に見られる

現代英語の変化について

藤本 和子

1本 書 の 初 版Dは 、1980年 に 出 版 さ れ て お り、 そ の15年 後 の1995年 に 第2版2)、

さ ら に10年 後 の2005年 に 全 面 改 訂 さ れ 発 行 さ れ た の が 、 第3版3)で あ る。i著 者

MichaelSwanの 著 書 に は 本 書 の ほ か 、BasicEnglishUsage4),HowEnglish

Works5),TheGoodGrammarBook6)(後 者2点 はCatherineWalterと の 共 著)な ど

が あ る。HowEη8」 ∫3hWわr緬 は 、1997年 にDukeofEdinburghEnglish-Speaking

UnionAwardを 受 賞 し て お り、TheGoodGrammarBookは2002年 、 同 賞 審 査 員

か ら`HighlyCommended'と の 評 価 を 得 て い る 。 さ ら に 、2005年 に は 、Oxford

IntroductionstoLanguageStudyシ リ ー ズ で 最 新 のGrammar')を 著 し て い る 。 こ

の よ う に 、 氏 は 、 ま さ に オ ッ ク ス フ ォ,__.ド大 学 出 版 局 が 同 シ リー ズ リー フ レ ッ ト上 で

評 す る`leadinggrammarexpert'と して 、 英 語 教 育 ・研 究 の 分 野 で 大 きな 活 躍 を 見

せ て い る。 こ こ に 挙 げ た 著 作 の 中 で も、 本 書 は 初 版 以 来 、 日本 に お い て も、 中 ・上

級 英 語 学 習 者 を は じ め 、 英 語 教 育 や 英 語 研 究 に 携 わ る 者 の 必 携 の 書 と し て 広 く愛 用

さ れ て い る とい っ て も過 言 で は な か ろ う。 そ の 理 由 は 、 第3版 前 書 き で 、`lt[PEU]

willbeuseful,forexample,toalearnerwhoisnotsurehowtouseaparticular

structure,orwhohasmadeamistakeandwantstofindoutwhyitiswrong.It

willalsobehelpfultoateacherwhoislookingforaclearexplanationofa

difficultlanguagepoint'(viii).と い う本 書 の 目的 が 掲 げ られ て い る こ とか ら も伺 い

知 る こ とが で きる 。
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1.1本 書 は初 版 より、外 国 人 英語 学 習 者 に とって難 点 とされ る600を 越 え る文 法 、

語 彙 、 文 体 、 発 音 、 綴 りな どに 関 す る項 目を取 り上 げ、 必 要 に応 じてそ れ らの項 目

に 関 す る典 型 的 な誤 りを例 文 で示 し、 正 しい、 あ る い は よ り自然 な表 現 を挙 げ なが

ら説 明 を 加 え て い る。 総 項 目数 は、 第2版 が605、 第3版 は634で あ る が 、29の 項

目 が 新 た に 付 け 加 え ら れ た と い う わ け で は な い 。 例 え ば 、 第2版 で は、cleft

sentences[項 目131]は1つ のエ ン トリー で あ った が 、第3版 で はdeftsentences(1):

WhatIneedisaholiday[項 目130]とcleftsentences(2):itwasmysecretary

who...[項 目131ユ に分 け られ2つ のエ ン トリー とな っ てい る こ とも項 目数 増 加 の 理

由 の一 つ に挙 げ られ る。 第2版 に あ ったalreadyandallready[項 目44]は 、 第3版

で は項 目 と して は な くな った が 、 第2版 のalreadyとallreadyの 区 別 につ い て の 記

述 は 、 第3版 のstill,yetandalready:time[566.10]([]内 の 数 字 は こ の 場 合 、

項 目566、 パ ラ グ ラ フ10を 意 味 す る。 以 下 同 様)な ど に吸 収 され て い る。 さ らに、

両 版 で 項 目の名 前 が 異 な る もの もあ る。 第2版 の1etters[317]は 、 第3版 のcorres・

pondence(1):letters[146]に 相 当 す る。 両 版 の 項 目名 を 比 較 す る の み で は 、 第3

版における項 目および記渾の追加・削除を判断す ることはできない・

第2版 にはあったが第3版 で削除された項 目、および第3版 で新たに設けられた項

目のいずれにも混同しやすい語の区別に関す るものがい くつか含 まれているが、参

考 までに列挙 しておこう。

1)第2版 に はあ っ たが 第3版 で 削 除 され た項 目

affectandeffect『241/段rouseandrouse[61]/disinterested[160](こ の語 が

`uninterested'の 意 味 で 用 い られ る こ とに 関 す る 記 述 が 含 ま れ る)/technique

andtechnology[553]な ど

2)第3版 で 新 た に 設 け られ た 項 目

continually)andcontinuously)[142]/hire,rentandlet[247]/loudlyand

aloud[334]な ど
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1.2第2版 と比 較 して 、 第3版 の 大 きな特 徴 は、 前 書 きやcoverに も謳 わ れ て い

る よ うに、 取 り上 げ る項 目、 記 述 、 例 文 が`authenticspokenandwrittenEnglish'

か らな る コ,__...パス デ ー タに基 づ い た`currentusage'を 反 映 し、 また 多 くの英 語 教 育

に関 わ る者 か らの本 書 に対 す る意 見 な ど も参 考 に しなが ら、 全 面 的 に ア ップ デ ー ト

され た こ と と言 え よ う。 現 代 社 会 の 変 化 が 言 語 に もた らす 影 響 も反 映 してemailに

関す る記 述 な ど も新 た に取 り入 れ られ て い る。8)そ の ような有 益 な情 報 を よ り多 く掲

載 す べ く、 紙 幅 の確 保 の た め か 、 第2版 と比 較 して、 行 の追 い 込 み な どの 工 夫 が な

され て い る。9)第2版 と同様 、 項 目に よって は、 まずbasicな 内容 か ら始 ま り、more

detailedあ る い はadvancedな 内 容 へ と配 置 され て い るが 、 第3版 で新 た な整 理 もな

され て い る。 例 え ば、relativesに お い て、 目的格 として のwhoとwhomの 用 法 、 前

置 詞 と関係 代 名 詞 の位 置 関 係 、 先 行 詞 と関 係 代 名 詞 の分 離 用 法 な どは 、 第3版 で は

advancedな 内 容 に 移 動 した(そ れ ぞ れ 、498.3;498.7;498.11に あ た る)。 さ らに、

検 索 の 面 で も、 第2版 のListofentriesに 代 わ っ て、 第3版 で はContentsOverview

が 新』た に設 け られ 、verbs,tenseandaspectやwordorderandsentenceorganisation

な どの トピ ック別 項 目検 索 が 容 易 にな るな ど、 い っそ うuser-friendlyに な った と言

え る。 さ らに、特 筆 す べ きは、Don'tsayit!と して、basic,intermediate,advanced,

veryadvancedの4『 レベ ル 別 、 総 数130のcommonmistakesを チ ェ ックす る セ ク シ

ョンが 新 た に設 け られ た こ とで あ る。

これ らのcommonmistakesの うち、 実 際 に 鞘 が 担 当 す る嬬 表 現 演 習 の ク ラ

ス にお い て 、 日本 人 大 学 生 が 書 く英 文 に見 られ る傾 向 の あ る もの を載 せ てお こ う。

a}basic

Ihavedoneamistake.(×)/1havemadeamistake.(○)

b}intermediate

HesaidmethathewasChinese.(×)/HetoldmethathewasChinese.(○)

1'mboringinthelessons.(x)/1'mboredinthelessons.(0)

Mostofpeopleagreewithme.(×)/Mostpeopleagreewithme.(○)
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There'sahotelinfrontofourhouse.(×)1There'sahoteloppositeourhouse.(○)

(`ontheothersideoftheroadfromourhouse'の 意 味 の 場 合)

Whenyoucome,takeyourbike.{x)/Whenyoucome,bringyourbike.{0}

c}advanced

I'llseeyouafewdayslater.(x)/1'11seeyouinafbwdays.(○)

SwitzerlandisamongGermany,France,AustriaandYtaly.(x}/Switzerlandis

betweenGermany,France,AustriaandItaly.(O)

Accordingtome,it'sabadfilm.(×)/1nmyopinion/Ithinkit'sabadfilm.(○)

1'lltrytoknowwhenitstarts,(×)1rlltrytofindou.twhenitstarts.(○)

d)veryadvanced

Wetalkedaboutifitwasready.(x)/Wetalkedaboutwhetheritwasready.(0)

Iwishyoufelt/wouldfeelbettertomorrow.(×)/1hopeyoufeelbetter

tomorrow.(0)

WhenIhadopenedthedoor,thechildrengranin.(x)/WhenIopenedthedoor,

thechildrenranin.(O)

1.3著 者Swanそ して本 書 の 方 針 に 関連 す る と思 われ る の で、 次 の こ とに触 れ て

お こ う。2005年11月3日 、 η2εDα め貸 わ襯 配r'創 刊50周 年 を記 念 して 、 デ イ リー ・

ヨ ミウ リとオ ックス フ ォー ド大 学 出版 局 共 催 、 ブ リテ ィ ッシュ ・カウ ンシル 後 援 に よ

るセ ミナ ー が 読 売 新 聞 本 社 で 開 催 さ れ た。 そ の 時 の 講 演 者 の 一 人 が 本 書 の 著 者 、

MichaelSwanで あ った 。 氏 は、`UsageGuides:KeepingupwiththeLanguage'と

い う演 題 の も と、`WhatishappeninginEnglishtoday?'`Whatistheroleofa

learner'susageguide?'`Howfarcan,andshould,suchaguiderespondto

developmentsinthelanguage?'な ど に つ い て、 新 刊 、practicalEnglishUsage3

版 の 中 か ら英 語 の移 り変 わ りの 具 体 的 な例 を挙 げ なが ら語 っ た。 語 法 の移 り変 わ り

に関 して は 講 演 中 に言 及 され た もの も含 め、 第2章 で 具 体 的 に見 て い くこ とにす る。
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氏 の 講 演 の 中 で 印 象 的 で あ った の は、 語 法 の 指 針 と もな る`usageguide'で 用 い ら

れ る例 文 がpracticalで な け れ ば な らない こ とが 強 調 され た こ とで あ る。 例 え ば 、 フ

ラ ンス や イ タ リア で 用 い られ て い る英 語 教 科 書 の例 文 の 中 に は、 い か にpracticalで

な い もの が あ る か とい う こ と も指 摘 さ れ た 。 い くつ か 例 を挙 げ て み る と、a)My

husbandisaman.b)Isthisyourhead?c)Wearenothere.な ど で あ る。 氏 の ユ

ー モ ア あふ れ る語 り口 のせ い もあ る だ ろ うが 、会 場 に笑 いの 渦 が 湧 い た。 氏 は、 「例

文a)は 否 定 文 にす れ ば まだ 実 用 的 にな るか も知 れ ない 」とた っぷ りと冗 談 を交 え て

語 り、b),c)に 至 って は、 「い った い い つ どの ような 状 況 で この よ うな例 文 を使 用 で

きるの か」 とコメ ン トした 。確 か に、 氏 も触 れ た よ うに、c)の よ うな もの は留 守 中 の

メ ッセ ー ジか何 か で もない 限 り、 日常 生 活 で 頻 繁 に用 い る文 とは思 え な い。(こ れ ら

は、 講 演 中 の筆 者 の メ モ に 基 づ くもの で あ る。)Swan氏 は また 、2001年11月17

日に東 京 で 開催 され た オ ック ス フ オー ド大 学 出版 局 とブ リテ ィ ッシュ ・カウ ン シル後

援 の フ オ・.,ラム で、`GrammarInandOutoftheClassroom'の 演 題 で 講演 した折

に も、 上 記a)、 そ してb)あ るい は そ れ に類 似 した 例 な ど を示 しな が ら、 実 用 的 例

文 の 重 要 性 につ い て述 べ て い る。 つ ま り、 この よ うにpracticalで あ る こ とを重 視 し、

目的 と して い る氏 の 姿 勢 は、PEU改 訂 第3版 にお い て も、`realisticexamplesof

currentusage'を もって 英 語 の 問題 に対 処 して い くとい う点 に貫 か れ て い る と言 え よ

う。

また、 氏 のcorrectnessの 重 要 度 に対 す る考 え を表 わす 一 節 が 第3版 の 前 書 きに見

られ るの で、 引 用 して お きたい 。

Ifsomeonemakestoomanymistakesinaforeignlanguage,heorshecanbe

difficulttounderstand,soareasonablelevelofcorrectnessisimportant.

However,itisquiteunnecessarytospeakorwritealanguageperfectlyin

ordertocommunicateeffectively....Learnersshouldaimtoavoidserious

mistakes...;buttheyshouldnotbecomeobsessedwithcorrectness,or

worryeverytimetheymakeamistake.Grammarisnotthemostimportant

thingintheworld!(ix)
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L4言 葉 は生 き物 であ り、たえず変化 してい く。PEU2どPEU3の 記述 を比 較す

ることによ り、第2版 か ら第3版 発行 まで の10年 間の英語 にお ける変化 の0端 を垣

間見 ようとす るのが本稿 の 目的であ'る。

2第2版 と第3版 を比較 して、 その記述 に変更 のある項 目な どを紙 幅の許す範 囲

で検討 してみることにす る。項 目名 は第2版 と第3版 で異 なる場 合が あるので、 第3

版 のもの を使 用す る。[]内 の数字 は、それぞ れの版 のエ ン トリーお よびパ ラグ ラ

フを表 わす。下線 お よび 〈 〉は筆 者 によるものである。

1}allrightandalright

囲[39]Thestandardspellingisallsight,A〃 ∫8乃'iscommon,but製

P雌consideritincorrect.

塵 國[41]第2版 の`manypeople'が 、 第3版 で は`somepeople'に 変 わ っ て い る。

Alrightの 綴 りが さ ら に 広 ま っ て い る こ と が 伺 え る 。

2jbetweenandamong

魎[104.6】Somepeoplefeelthatexpressionslikebetweeneachwindowor

betweeneachbirthdayareincorrect.Theypreferbetweeneach...andthenext.

Thereseemstobelessandlesstimebetweeneachbirthday(andthenext).

魎[105.11β8魏 εεηisco㎜onbebre8磁.

Thereseemstobelessandlesstimebetweeneachbirthday.

第2版 の 例 文 中 の(andthenextJは 第3版 で は 削 除 さ れ た 。

3)big,largeandgreat

〈 抽 象 名 詞 とLargeの 用 法 〉

魎 口05.3]Largeisnotnormallyusedwithabstractnouns.

Yore'remakingabigmistake.(NOT_一)

匪 重國[106.3]Largeisusedwithcountabieabstractnounsreferringtoquantities,
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amountsandproportions.

We'rethinkingofgivingyourfirmaverylargeorder.

Therewasa爾geerrorintheacco傭8,

Shespentlargesumsonentertaining.

肋wro'6α 伽gepartoftheわ00たw痂18舵 照sinhospital.

4)canandcould(1):introduction

〈Canの 否 定 形 〉

匪 互亟 〕[121.1]Cannotisusuallywrittenasoneword.

〔麺[121.1]CannotisusuallywrittenasonewordinBritishEn1.

Cannotは イ ギ リス 英 語 で は通 例1語 と し て 綴 られ る こ とが 明 示 さ れ た 。

5)care:takecare(of),care(about}andcarefor

〈Careforの 用 法 〉

匪 互亟 〕[127.3]Care/orcanbeusedtomean`lookafter'.Thisisratherfbrmalor

堕y.

Amorecommonusexstomean`dike'or`befondof'.

魎[127.3]Careforcanbeusedtomean`lookafter'.

Anothermeaningis`like'or`befondof',butthisisnotvecommoninmodern

旦Cl

6)comeandgo

囲[134.4]Sometimeswhenwearetalkingaboutsomebodyelse(notthe

speakerorhearer),thatpersoncanbecomethecentreofourattention.Inthat

case,weusecomeformovementstotheplacewherehe/sheis(orwasorwillbe).

Thisoftenhappensinstories.

Hewaitedtillfouro'clock,butshedidn'tcome.

第3版 で 第3者 の も と(somebodyelse'sposition)へ 行 く 場 合 のcomeの 使 用 に つ い
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て の 記 述 が 加 え られ た 。 第3版brYngandtake[112.4」 で もbringに 関 して 同様 の記

述 が 追 加 され て い る。

7)comparison{5}:usingcomparativesand'superlatives

〈Thanと 代 名 詞 の 格 の 問 題 〉

〔璽 Σ亟 〕[138.8]Inaninfbrmalstyle,objectpronounsareusedafterthan.Inamore

formalstyle,subjectpronounsareused{usuallywithverbs).

She'solderthanfne.(informal)

Sheisolderthanl(am).(formal)

Theuseofobiectpronounscanoccasionallycauseconfusion.

匝 麺[139.6]第2版 上記下線 部の、thanの 後 ろに 「目的格 の代名詞 を用 いることは、

時折 あい まいさをもた らしうる」とい う記述 は削除 された。

S)contractions

囲[144.2]Thetwonegativeformsofbe(e.g.sheisn'tandshe'snot)areboth

common;withotherverbs,formswithn't(e.g.shehadn't}aremorecommonin

mostcasesinstandardsouthernBritishEnglishandinAmericanEnglish.

魎 〕[143.2]Thetwonegativefbrmsof加(e.g.sheisn'tandshe'snat)areboth

commoninBritishEnglish;AmericanEnglishpreferstheformswithηo∫(e.g.

she'snot.Withotherverbs,formswithn't(e.g.shehadn't)aremorecommonin

mostcasesinstandardsouthernBritishEnglish;theyaretheonlyformsnormally

usedinAmE.

短 縮 形 を め ぐっ て 英 米 の 差 異 の 記 述 が よ り詳 し くな っ た 。

9)eachotherandoneanother

囲[175.1」InmodernEnglish,mostpeoplenormallyuseε αc乃o'舵randoη8

anotherinthesameway.Perhapsoneanotherispreferred{likeone)whenweare

makingverygeneralstatements,andnottalkingaboutparticularpeople.
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麺[171.1]Eachotherandoneanothermeanthesame.

Eachotherismorecommonthanoneanother,especiallyinaninformalstile,

10)gender(refbrencestomalesandfbmales)

塵 國[227・2]TheexpressionheoYsheisbec・minincreasinlc・ ㎜ ・n・

Ifastudentisill,heorshemustsendamedicalcertificatetotheCollege

office.

囲[222。2]Heorshe,himorherandhisorherarecommon.

性 別 が 不 明 な と き、 あ る い は 、 男 性 女 性 ど ち らに も当 て は ま る こ と を述 べ る 時 、he,

him,hisの 代 わ りにheoYshe,himorher,hisorherを 使 用 す る 用 法 が 広 ま っ て い る

こ とが 伺 え る。

11)have(4):have(got)‐possession,relationshipsandotherstates

〈 動 詞haveのdo-formsの 用 法 〉

塵 亟〕[241.6]Traditionally,do-formsofhavehavebeenusedinBritishEnglish

mostlytoexpresshabitorrepetition.Compare(GBH:

Doyouoftenhavemeetings?

Haveyougotameetingtoday?

InmodernBritishEnglish(wvhichisheavilyinfluencedbyAmericanEnglish),

do-formsarecommonevenwhentihereisnoideaofrepetition.

Doyouhavetimetogotothebeachthisweekend?(USImodernGB}

〔第3版 〕[237.8]第3版 に お い て は 、 上 記 第2版 記 述 中 の 下 線 部 が`wereused'と 変

化 し て い る 。

こ の 語 法 変 化 に つ い て 第3版kindsofEnglish(5):variationandchange[312.2]で

も、 ア メ リ カ 英 語 の 影 響 を 強 く受 け た イ ギ リス 英 語 の 変 化 と し て 、`Somestructures

whichwerenotusedbyBritishspeakershalfacenturyagoarenowascommon

astheirolderBritishequivalents'.と 述 べ 、 次 の よ うな 例 文 を挙 げ て い る。

Doyouhavetoday'snewspaper?{OlderBritishform:Haveyou(got}today's
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newspaper?}

イギ リス英 語 にお い て、`habit'や`repetition'を た ず ね る場 合 以 外 で も、 動 詞have

のdo-fbrmsの 使 用 が 広 が って い る ことが わか る。

12)hopefully

匪 互亟〕[253]Anothermeaningis`itistobehopedthat'or`Ihope'.Thisisafairly

recentuseinBritishEnglish,andsomepeopleconsideritincorrect.

圃[251]第2版 の 、hopefullyを こ の 意 味 で 用 い る こ と を 「正 し くな い とみ な す

人 も い る 」 と い う記 述 は 削 除 され た 。

13)just

〈Justnowの 用 法 〉

匪 互國[305.2]Whenjustnowmeans`amomentago',itisusedwithapasttense

inbothBritishandAmericanEnglish.

〔璽遡[307.3]こ の意味でjustnowを 用 い る場合 、その文中 での位置 と時 制の関係

につい て、「文 末の時 に は通例 過去 時制 と、文 中の場合 には現 在完 了時 制 あるい は

過去時制 と用 い られ る」とい うように記述が詳 しくなった。

14)likeandas:similarity,function

<接 続 詞likeの 用 法>

2亟 〕 『320.311ninformalEnglishZゴ 舵isoftenusedasaconjunctioninsteadof

as.ThisisverycommoninAmericanEnglish.Itisnotgenerallyconsidered

correctlnaformalstyle.

Nobodylovesyoulikeldo.

〔第3版 〕[326.3]InmodernEnglish,likeisoftenusedasaconjunctioninsteadof

as.Thisismostcommoninaninformalstyle.

接 続 詞likeの 用 法 が 広 ま っ て い る こ と が わ か る。 こ の 変 化 は 、 第3版 前 書 き に も、

`English
,likealllanguages,ischanging,andBritishEnglishiscurrentlybeing
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quitestronglyinfluencedbyAmericanEnglish.Consequently,someusages

whichwereunusualinstandardBritishEnglishafewdecadesagohavenow

becomecommon...'(x)と あ り、 ア メ リ カ英 語 の 影 響 に よ る イ ギ リス 英 語 の 変 化 の

例 と し て 挙 げ られ て い る 。 同 様 の 現 象 がlikeをasif/thoughの 意 味 で 用 い る語 法 の

場 合 に もみ られ る(、P.肌13[74.3])。

15)mayandmight(2}:chancesetc

<1Vlayhave+過 去 分 詞 を`somethingwaspossiblebutdidnothappen'の 意 味 で

mighthave+過 去 分 詞 と同 様 に 使 用 す る 用 法 〉

匝 Σ亟〕[331.9].Mayisoccasionallyused...inBritishEnglish,butmanXpeople

feelthatthisisincorrect.

Youwerestupidtotryclimbingupthere.Youmayhavekilledyourself.

圃[339.9]...isnowsometimesused...;somepeoplefeelthatthisisnot

correct.

第2版 の`inBritishEnglish'が 第3版 で は削 除 され 、 第2版 の`manypeople'が 第3

版 で は`somepeople'と なっ て い る。 た だ し、 第3版 に も掲 載 され て い る上 記 第2版

の例 文 に、mighthavekilledを 用 い る ほ うが`morenormal'と い う記 述 が 付 され た 。

16)Ol皿tof

〈Outof←`through')がmovementを 表 わ す 用 法 〉

魎 〕[399.1]IninfbrmalAmericanEnglish,outcanbeusedwithoutof...

Sheturnedandwentoutthebackdoor,

魎[404.1]InAmericanEnglish,outisnormallyusedwithoutof...

この 意 味 の 場 合 、 アメ リカ英 語 にお い て、ofを 用 い な い 語 法 が 一 般 的 に な りつ つ あ

るこ とが 伺 え る。

17)quite

〈Quiteが 名 詞 と共 起 す る場 合 の語 順 〉
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匝 亟 〕[467.3}Withnon-gradabieadjectives,quitenormallycomesaftera/an.

Itwasaquiteperfectday.(NOT.}

匝 亟 〕[489.2]第2版 で 述 べ られ た こ の 用 法 は イ ギ リ ス 英 語 で あ っ て 、 ア メ リ カ英

語 で はquiteaperfectdayに な る と、 英 米 の 差 異 が 明 確 に 示 さ れ た 。

1S}singularandplural{10):otherpoints

〈Here's,there's,where'Sの 用 法 〉

匝 國[509.411naninfbrmalstyle,here's,there'Sandwhere'sareoftenused

withpluralnouns.Somepeopleconsiderthisincorrect.

Here'syourkeys.

There'ssomechildrenatthedoor.

Where'sthosebooksllendyou?

塵 國[532.4]Inaninfbrmalstyle,here'S,there'sandwhere'sarecommonwith

pluralnouns.

第2版 の 上 記 下 線 部`oftenused'が 、 第3版 で は`common'と な り、 第2版 の こ の 用

法 を 「誤 り とみ なす 人 も い る 」 とい う記 述 も削 除 さ れ た 。

第3版 で よ り規 範 的 要 素 を帯 び た 記 述 に な った もの もあ る。 次 の19),20)を 見 て

み よ う。 これ らに 関 し て は、、PEU3の 前 年2004年 に 出 版 され たCollinsCobuild

EnglishUsage2、 お よ びPEU3と 同 年 に 出 版 さ れ たOxford.AdvancedLeaYne〆s

Dictionary'の 記 述 も載 せ て お こ う。

19)each

〈Eachofの 用 法 〉

〔第2版 〕[173.2]Averbaftereach(ゾ.。.isusuallysingular,butitcanbepluralin

aninformalstyle.

Eachofthemhasproblems.

Eachofthemhaveproblems.(moreinformal
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薩i亟 〕[169.2]Afollowingverbzsnormallysingular.

第3版 で は、 第2版 に み られ る、 くだ け た 語 法 で はeachof...が 複 数 扱 い され う る

との 記 述 、 お よび そ の例 文(下 線 部)が 削 除 され た。

匝(項 目each)WhenyouuseeachofinfrontofapluraXnounorpronoun,

youuseasingularformofaverb,afterthenounorpronoun.

Eachofthesecaseswascarefullylocked.

Eachofuslooksoverthepassengerlists.(こ れ ら2例 文 中 の 下 線 は 原 文 の も の)

Eachof...の 後 ろ に は 単 数 形 動 詞 を用 い る と記 述 さ れ て い る。

圃(項 目each)Eachof,eachoneofandeveryoneofarefollowedbya

pluralnounorpronoun,buttheverbisusuallysingular:

Each(one)ofthehouseswasslightlydifferent.

た だ し 、 上 記 例 文 の 後 に`AAuralverbismoreinformal'.と あ り、 くだ け た 語 法 で

は 複 数 形 の 動 詞 が 用 い られ うる こ と を 示 唆 し て い る。

この 語 法 記 述 に 関 して は、PEU3とCCEU2の ほ うが 、AEU2とOA乙D7よ りも規 範 的

と言 え よう。

20)incaseandif

塵 亟〕[271.311nBritishEnglish,ancaseandゲarenormallyusedinquite

differentways.

`IdoAincaseBhappens'usuallymeans`IdoAfirstbecauseBmighthappen

Xater'.Aisfirst.

`IdoAifBhappens'means`IdoAifBhasalreadyhappened'
.Bisfirst.

InAmericanEnglish,incasecansometimesbeusedinthesamewavasif.

Incasethehouseburnsdown,we'llgettheinsurancemoney.(GBIf...}

囲[271.3]上 記 下 脚 英 米 の 差 異 。こ関す る記 述 が 削 除 され 、incaseと 纈

例 、 区 別 して 用 い る とい う記 述 とな った。
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∬ncaseとifの 区 別 は 、 第3版 で 新 た に 設 け ら れ たDon'tsayit!130commonmis-

takesのadvancedレ ベ ル の 中 に 入 っ て い る 。

1'llaskyouincaseIneedhelp.(×)/1'11askyouifIneedhelp.(○)

圃(項 目case)Youdonotuse`incase'or`justxncase'tosaythatsomething

willhappenasaresultofsomethingelsehappening.

Iwillgoifheasksme.

Iwillgoincaseheasksme.{x)

匝 〕(項 目case)(just)incase(...)becauseofthepossibilityofsthhapPening

You'dbettertakethekeysincasel'mout.

Incase(=ifitistruethat)you'rewonderingwhyJo'shere--letmeexplain...

そ の他 、気 づ い た 点 を挙 げ て み る。第3版articles(2):basicinformation(A)[62]

で、 英 語 のa/anやtheの よ うな冠 詞 を もた ない ロ シ ア語 や 日本 語 話 者 の た め の 項 目

が 設 け られ た こ とは 日本 人 英 語 学 習 者 に とって あ りが た い と言 え よ う。 さ らに、 第3

版 で 、 項 目before:conjunction[97.4]中 に`beforethingsthatdon'thappen'の

用 法 説 明 と例 文(We'dbettergetoutofherebeforeyourfathercatchesus.な ど)

が 入 った。 これ は、 「～ す る前 に 」、 「～ しな い うち に」の ように、 日本 語 で は肯 定 形

と否 定 形 の 両 方 が 用 い られ る が、 英 語 で はbeforeの 後 ろ は肯 定 形 とい うよ うに、 日

英 の差 異 を認 識 す るた め に も 日本 人 英 語 学 習 者 に とって役 に立 つ 記 述 で あ ろ うと思

われ る。

第2版 と第3版 を比 較 して、 利 用 者 の 立 場 か ら、 敢 え て難 点 を指 摘 す れ ば、 特 に

イギ リス英 語 とア メ リカ英 語 の差 異 に 関す る記 述 の 変 更 箇 所 をめ ぐって、 そ の 記 述

変 更 の 解 釈 に戸 惑 う点 が あ る こ とで あ ろ う。 語 法 の変 化 に よ って、 英 米 の差 が ほ と

ん ど な くな りつ つ あ る た め か 、 そ れ と もイ ギ リス 用 法 に 重 きを置 い た 記 述 な の か 、

項 目に よっ て は わか りに くい 箇 所 が あ る。2、3例 を挙 げ れ ば、 まず 、 限 定 詞 付 き名

詞 の 前 のallとallofに つ い て 、第2版[35.1]の`AmericanEnglishusuallyhasall

6ゾ の記 述 は 第3版[36.1]で は`Allxsmorecommonthanallof'.と なった 。 ち な
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み にCCEU2(項 目all)に は、 こ のallofの 用 法 は`morecommoninAmerican

EnglishthaninBritishEnglish'と あ る。 なぜ 、 第2版 にあ っ た ア メ リカ用 法 に関す

る記述 を第3版 で削 除 した の で あ ろ うか 。 次 に、 第2版[159.16]で はIguessと い う

表 現 はc(American)'と あ った が 、 第3版[157.16]で は`(infbrmal)'と な り、 ア メ リ

カ英 語 の イギ リス英 語 へ の 影 響 を思 わせ るが 、CCEU2(項 目guess)に はIguessの

語 法 は イギ リス英 語 よ りもアメ リカ英語 に お いて`morecommon'で あ る と述 べ られ 、

OA乙D7(項 目gu.ess)で も、Igue∬ は`informal,especiallyNAmE'と 注 記 が あ る

こ とか ら、 第3版 で もア メ リカ英 語 につ い て 言 及 して もよか っ た の で は な いか と思 わ

れ る。 さ らに、 直 接 話 法 の 引 用 符 につ い て の 記 述 で も、 第2版[458.2]で は`Single

quotationmarks(`...')aremorecommoninBritishEnglish,anddouble

quotationmarks(cc≫)inAmericanEnglish'.と の 記 述 が あ っ た が 、 第3版

[478.1]で は`Weusequotationmarks(singleordouble)..2と な り、英 米 の差 異 の

記 述 が 消 えた 。CCEU2(項 目Punctuation)な どに も、 イギ リス英 語 で は シ ング ル、

ダ ブ ル両 方 が 、 ア メ リカ英 語 で は ダ ブ ル が 用 い られ る傾 向 に あ る とい う旨 の 記 述 が

あ る。 第2版 にみ られ た 英 米 の違 い の 記 述 は 第3版 に も残 して よか っ た の で は な か

ろ うか 。

確 か に著 者Swan氏 自身、 前 書 きで本 書 に つ い て、 主 に`standardmodernevery-

dayBritishEnglish'を 扱 うの で あ って 、`asystematicguidetoAmericanusage'と

な る こ とは意 図 して い な い と断 っ て い る ように、 す べ て の 詳 細 を0冊 の書 の 中 に網

羅 す る こ とは 到底 で きる こ とで は な く、致 し方 な い こと とも言 え るだ ろ う。

3世 界 の 目ま ぐる しい変化や、worldwideに 発 達 したメディアな どの影響 に よっ

て、英語 も今後 ます ます変貌 を遂 げてい くことであろう。情報 、科 学技 術 の発 達 は、

言語研 究 の分野 において も、 コーパス とい う大 規模 なデ ー タバ ンクによ り、様 々な

英語 の現象 や変化 を迅 速 に捕 らえることを可能 に した。英 語 とい う言語 に何 が起 き

てい るのかにつ いて言語事実 を観 察 し、様 々なバ リエイ ションの存 在 を知 ることは、

英語母 語話 者のみ な らず、様 々な分 野で英語 を使 用す る者 に とって必要 なこ とであ

ろう。 とりわけ外 国人英語 学習者 に とっては、英語 の諸相 や移 り変 わ りを映 し出 し、

一51一



どのような状況で どのような用法を用いることがより適切 であるのか手がか りを与

え て くれ る、 本 書 の よ うな語 法 手 引 書(`usageguide')の 役 割 は ます ます 大 き くな っ

てい くので はないだろ うか。
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Emailに 関 し て は 、 第3版 に お い て 新 た にcorrespondence(2):emailsandtextmessages[147]

の 項 目が 設 け ら れ た こ と や 、 間 接 話 法 に お い て 接 続 詞thatが 省 略 さ れ な い 動 詞 の 例 の うち 、 第2

版reporting(2):basicrulesfbrindirectspeech[481.5]で 挙 げ ら れ て い たtelegraphに 代 わ っ て

第3版 の 項 目that:omission[.,.1]で はemailが 挙 げ ら れ て い る 。

説 明 文 に お い て も、 差 し 障 りの な い 限 り簡 潔 な 表 現 に な っ て い る 。 例 え ば 、Americanand

BritishEnglishの 項 目 で 、 第2版[501で は`someofthecontrasts'`withoutgreatdifficulty'

と い う表 現 が 用 い られ て い る が 、 第3版[51]で は そ れ ぞ れ`somecontrasts',`easily'と な っ た 。

改 訂 に よ り、 誤 植 も 訂 正 さ れ て い る 。 例 え ば 、 項 目inversion(2):wholeverbbeforesubjectで 、

第2版[299.2]の`lfthesubjectisapronoun,itusuallycomesbeforethenoun."Whatdo

youmean?"heasked'.に お け る 下 線 部(下 線 筆 者)は 明 ら か な 誤 植 で あ り、 第3版[303.2]で

は`befbretheverb'と 訂 正 さ れ て い る 。 そ の 逆 に 、 第3版 で 誤 植 が 入 っ た も の も あ る 。 第3版

that:omission[584.1]の 説 明 文 中 の`intransitiveverbs'の 下 線 部(下 線 筆 者)は 明 らか に 誤 り

で あ る 。
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